
 

 

  

 気がつけばもう１２月、街のイルミネーションが綺麗な季節となりました。 

           本校では学部ごとに学習発表会を行いました。どの学部もそれぞれに工夫を 

凝らした内容で、子どもたちの顔が生き生きとしていたことが印象的でした。 

 また、前号でお知らせしました「いなみ野アートプロジェクト」も着々と 

進み、校舎のあちらこちらに可愛いイラストが描かれています。 

今年も後少しとなりました。地域支援だよりをご覧くださった皆様、ありがと 

うございました。よい年末年始をお過ごしください。 

 

 

令和６年度１月 

  1/ 8（水）始業式、11:40下校      1/20（月）高２現場実習（～24） 

 1/10（金）給食開始、13:40下校          1/27（月）高２現場実習（～31）  

    1/16（木）高２現場実習事前面接                   高１校内実習（～31） 

  1/17（金）地震避難訓練             1/31（金） 小中入学説明会（午前中）                     

   

 ※行事や授業予定は今後変更もあります。変更時は本校 HPにてお知らせします。 

いなみ野特別支援学校 HP  

  https://www2.hyogo-c.ed.jp/weblog2/inamino-sn/ 

QRコードはコチラ！ ⇒ 

           稲美ライオンズクラブ クリスマス交流   

     終業式が終わり、教室で過ごしていると・・・  

「あ！何か聞こえる！」「サンタさんだ！」子どもたちの 

笑顔がはじけます♬今年も稲美ライオンズクラブの皆 

様のご厚意で、サンタさんに会えました。しかもプレゼ 

ントまで！プレゼントを受け取った子どもたちは目をキラ 

キラさせたり、びっくりして教室に入ったり、遠くから嬉し 

そうに見ていたり・・・。言葉や身振りなど、それぞれの 

方法でお礼の気持ちを伝えていました。ライオンズクラブ 

の皆様、素敵なひとときをありがとうございました！ 
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 みなさん、ＳＳＴという言葉をご存知ですか。 

  ソーシャルスキルトレーニングといって、社会生活を 

  円滑に送るために知っておいた方がよいスキルを 

  身につけるための練習です。 

    この写真はパッケージです。中にたい焼きの形の 

  カードが入っています。 

    短所ばかり目につく人、自分に自信がない人、 

  周りの目が気になる人・・・にピッタリです。 

 廊下に糸でつる 

                       されていた学校 

                       もありました。 

 

 

発売元 株式会社アイアップ 

                                       〒１５０－０００２東京都渋谷区渋谷１－５－７ 

                                       ＴＥＬ ０７２－４５８－１２３４ 

                                       ＨＰ www.eyeup.co.jp/ 

                                       （上記内容を掲載するということで、商品掲載の許可を得ています。） 

 

 

 

 

 

 
リズムで覚えると 分かりやすい？ 

 

何かを伝えたい時に、リズムを使うことがあります。先日巡回相談にうかがった幼稚園でこんなことがあ 

りました。お昼寝の後、目は覚めているのですが、なかなか次の行動に移れないお子さんがおられました。 

きっと流れは分かっているのだけど切り替えにくい、そんなふうに見えました。皆さんならどうされますか。 

 

        「トイレ・おてて・おやつ～」「♪ ♪ ♩  ♪ ♪ ♩  ♩ ♩ ♩ 」と、軽く背中を叩いて 

リズムよく繰り返しました。すると自分から立ち上がって一連の行動を始められたのです。 

    

      いつもリズムでとは言いません。でも「〇〇して～、それができたら次□□ね、終わった人は…」で、伝わ 

らないなぁという時は、取り入れてみてください。場所の切り替えが苦手なお子さんには（次に行くのが遊 

戯室なら）「ゆ～ぎしつ それ ゆ～ぎしつ！」なんて言いながら行くことも支援学校ではよくします。子ども 

の持っているチャンネルにこちらのチャンネルを合わせる、つまり子どもに分かりやすい方法で伝えること 

が大事だと思います。（単語？イラスト？写真？箇条書き？・・・）例えば、二語文の理解段階の子どもたち 

に長文での指示はしんどいかもしれません。 

 

http://www.eyeup.co.jp/


 

    


